
原子力安全のための耐津波工学の体系化に関する 

調査委員会 報告会 
 

主催：日本地震工学会 

（原子力安全のための耐津波工学の体系化に関する調査委員会研究委員会） 

協賛：日本原子力学会・土木学会 

 
趣旨：  

津波に対する備えの不足が事故の主たる原因であった福島第一原子力発電所事故の反

省を踏まえ、原子力発電所の津波に対する安全確保のための総合技術体系を「原子力安

全の耐津波工学」と規定し、その具体的方法論を体系化することを目的とする「原子力

安全のための耐津波工学の体系化に関する調査委員会」を設立し、2012 年 9 月から 2 

年半にわたり活動してきました。このたび、活動成果を報告書（約 300 ページ）とし

て取り纏めたことから、その成果報告会を開催いたします。 

 

日時：2015 年 4 月 15 日(水)  9：30～17：30 

会場：東京大学弥生講堂 一条ホール（東京都文京区弥生 1-1-1） 

アクセス： http://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/map.html  

定員：300 人 

 

プログラム（講演者等詳細調整中）： 

1)  9：30～ 9：45 開会挨拶、関連学会長挨拶  

2)  9：45～10：10 委員会成果の概要－総合技術体系を目指して 

亀田弘行（京都大学／電中研） 

3) 10：10～10：50 招待講演：「自然災害対策としての津波防災」   

首藤伸夫（東北大） 

4) 10：50～12：10 耐津波安全の基本要素 

  地震・津波工学に求められる原子力安全の基本事項    宮野 廣（法政大） 

  リスク論に基づく地震・津波防御の体系     高田毅士（東京大） 

  原子力発電所の地震・津波事故シナリオ       蛯澤勝三（電中研） 

  原子力発電所の津波安全に関する要求性能      成宮祥介（関西電力） 

休 憩 (60分) 

5) 13：10～14：30 津波の作用、影響、工学的方法 

  津波の作用        越村俊一（東北大） 

  津波防御に関する工学的方法     今村文彦（東北大） 

  津波フラジリティー解析      香月 智（防衛大） 

  耐津波工学関連の解析コード     松山昌史（電中研） 

6) 14：30～15：10 社会との関わり 

  施設周辺地域における防災・減災対策の推進   佐藤愼司（東京大） 

  リスクコミュニケーション      山田博幸（電中研） 



休 憩 (15分) 

7) 15：25～17：25 パネルディスカッション「耐津波工学の実践と課題」  

  耐津波工学の課題と展望  今村文彦（東北大）・宮野 廣（法政大） 

  パネリスト：吉村忍（日本電気協会）、山 口彰（日本原子力学会）、 

香山弘文（経済産業省）、高橋智幸（土木学会）、 

亀田弘行（日本地震工学会） 

8) 17：25～17：30 閉会挨拶  

亀田弘行（原子力安全のための耐津波工学の体系化に関する調査委員会委員長） 

9) 17：30～20：00 懇親会（会費 3000円［予定］）  

 

 

(1) 参加費： 

1) 12,000円（日本地震工学会・日本原子力学会・土木学会 会員） 

 （報告書代を含む） 

2) 14,000円（非会員・一般）（報告書代を含む） 

3)       0円（学生会員） 

(2) 申込方法： 

申込用紙に必要事項を記入のうえ、メール（office@general.jaee.gr.jp）あ

るいはFAXにて日本地震工学会事務局までお申し込みください。 

確認次第、参加票をお送りいたします。なお、公費支払い等で請求書をご希望の

方は通信欄にその旨ご記入ください。 

(3) 申込締切： 

2015年4月12日（定員になり次第締め切ります） 

(4) 申込み・問合せ先： 

（社）日本地震工学会事務局 

〒108-0014東京都港区芝5-26-20建築会館内 

電話03-5730-2831、Fax03-5730-2830 

電子メールoffice@general.jaee.gr.jp 

http://www.jaee.gr.jp 

 

 


